
○ アクションプラン 

 

令和６年度 荻生小学校アクションプラン１ 

重点項目 【徳】生徒指導 ―やさしくー 

重点課題 好ましい人間関係を築く子供の育成 

現  状 

・昨年度は、計画委員会主催の「あいさつボランティア」活動により、学校全体で挨拶をす

る意識が高めることができた。地域の方と一緒に行う「さわやか挨拶運動」や「ぽかぽか

言葉」の推進に取り組むことで言葉のやりとりに相手を思いやる気持ちも見られた。しか

し、自発的で相手や周りに伝わる挨拶とはなっていないことが多く、言葉遣いが原因でト

ラブルになることもあった。好ましい人間関係を築き、維持していくためにも家庭や地域

と連携し、相手を意識した挨拶や言葉遣いを指導していく必要がある。 

達成目標 
・気持ちのよい挨拶や望ましい言葉遣いができる児童の割合８５％以上を目指す。 

 

方  策 

◎生活アンケートや教育相談、情報交換等を定期的に実施し、チームとして取り組む。 

・地域や家庭と連携しながら、挨拶運動や人権集会等を通し、相手を意識した挨拶や「

ぽかぽか言葉」の推進に取り組んでいく。 

・場所や相手に応じた言葉遣いができるように指導する。 

令和６年度 荻生小学校アクションプラン２ 

重点項目 【知】学力向上 ―かしこくー 

重点課題 主体的に学び合う子供の育成 

現  状 

・昨年度は、「学習の約束」の中から、児童の意見を参考にして２項目を目標として選ぶ

ことで、学習規律を意識付けることができた。しかし、学年や項目、個人によって数

値にばらつきがあり、個に応じた支援や指導が必要である。 

達成目標 

・「相手を見て静かに話を聞く」等、学習規律を守ることのできる児童の割合８５％以上

を目指す。 

 

方  策 

◎全校共通の「学習の約束」を活用し、学習規律をさらに意識付け、友達の考えをよく

聞き、学び合えるようにする。 

・学習規律について自己評価する週間を学期に１回設定し、取組を見直すことができる

ようにする。 

令和６年度 荻生小学校アクションプラン３ 

重点項目 【体】健康・安全の指導 ―たくましくー 

重点課題 メディアとのよい関係について理解し、自己調整できる子供の育成 

現  状 

・昨年度は、「わんぱくタイム」や体育委員会が企画した遊び等、運動する場を設けること

で、児童は楽しく体を動かすことができた。しかし、とやまゲンキッズ作戦の結果や

荒天時の校内での様子から、電子媒体と関わる時間が増え、生活リズムが乱れている

児童がいる。電子媒体との関わり方やその大切さについて知識や理解を深め、家庭と

連携しながら実践への意識が高まるように指導していく必要がある。 

達成目標 

・家族で決めたメディア視聴のルールを守り、メディアコントロールの取組に対する自

己評価８０％を目指す。 

 

方  策 

◎メディアとのよい関係について理解し、自己調整することができるようにする。 

・保健だよりやHP、学級懇談会等を通して、メディアコントロールの重要性について周

知し、各家庭でメディア視聴のルールや時間を決める。 

・メディア視聴について自己評価する週間を学期に１回設定し、取組を見直すことがで

きるようにする。 


